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２０１２年１２月期２０１２年１２月期 第１四半期第１四半期

決算説明資料決算説明資料

２０１２２０１２年年 ５５月月８８日日
（東証一部：７８２５）（東証一部：７８２５）

（旧社名：（旧社名： ））

<2>

連結損益の概要連結損益の概要

(単位：億円） ２０１２年 ２０１１年

※億円未満四捨五入 １-３月 １-３月

＋11 

(+8%) 

13 7 ＋6 

(8.6%) (5.1%) (+83%) 

14 8 ＋6 

(9.7%) (5.7%) (+84%) 

8 5 ＋3 

(5.6%) (3.8%) (+59%) 

経常利益
(率)

売上高

営業利益
(率)

対前年

136 148 

四半期純利益
(率)

売 上 高 +11 億円

経 常 利 益 +6 億円

四半期純利益 +3 億円

海外は減収となったが、日本で大幅に
増収となり、全体では増収となった。日
本では、ゴルフクラブ新商品ＸＸＩＯ７が
好調で増収となったことに加え、前年の
震災影響からの回復もあり、全体での
増収に寄与した。

日本・アジア各地域でのＸＸＩＯ７販売増
が牽引し、販売要因で大幅に増益と
なった。加えて、為替も前年同期比較で
は円高となり、増益要因となった。

経常利益+6億円､特別損益+0億円､

増益による税負担の増加等△3億円



<3>

経常利益増減要因経常利益増減要因

日本・アジア各地域における新商品ゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売増が増益に大きく寄与。販売要因における増益に加

え、前年同期比較で為替が円高推移（平均レート82.3円/$→79.4円/$）したことも増益要因となった。

日本・アジア各地域における新商品ゴルフクラブＸＸＩＯ７の販売増が増益に大きく寄与。販売要因における増益に加

え、前年同期比較で為替が円高推移（平均レート82.3円/$→79.4円/$）したことも増益要因となった。

15 

△2 +1 △0 １-３月

8

(億円)

10 

0 

20 

２０１１年

5 

+6

14

量・構成

+6 ２０１２年
１-３月

原価改善材料価格
経費

営業外
為替

+1

ゴルフクラブ △0.8

ゴルフボール △0.5

テニスボール △0.5
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ゴルフ市場動向ゴルフ市場動向
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日本
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※2008年を1とした指数で表示（当社推定）

【1-3月実績】

ゴ ル フ 場 入 場 者 数 （対前年同期 109 %）

ゴルフ用品小売市場 （対前年同期 108 %）

ゴ ル フ ク ラ ブ 市 場 （対前年同期 108 %）

1-3月実績：昨年は3月に東日本大震災があり、その影響を受けていたことから、ゴ
ルフ場入場者・ゴルフ用品小売市場ともに前年同期を大きく上回った。

2012年通期予測：上期中は震災の影響からの回復により前年同期を上回ること
が予想されるが、下期はほぼ前年並みで推移すると見込んでおり、ゴルフ場入場
者数が対前年103％、ゴルフ用品小売市場が対前年102％と予測する。

【1-3月実績】

ゴ ル フ 場 入 場 者 数 （対前年同期 110 %）

ゴルフ用品小売市場 （対前年同期 104 %）

ゴ ル フ ク ラ ブ 市 場 （対前年同期 103 %）

1-3月実績：株価上昇や失業率の改善など、経済全般の回復基調は続いており、
ゴルフ市場も温暖な天候や他社新製品クラブが牽引するなど好調が続き、ゴルフ
場入場者数・ゴルフ用品小売市場ともに前年同期を上回った。

2012年通期予測：4月以降はゴルフ場入場者は前年並みで推移すると見込むが、
用品市場は前年より若干縮小すると見込み、ゴルフ場入場者数は対前年102％、
ゴルフ用品小売市場が対前年99％と予測する。



<5>

製品別売上高製品別売上高

＋8 億円

△0 億円

＋3 億円そ の 他

ゴル フクラブ

ゴルフボール

日本は大幅に増収、海外は減収となった。日本では新商品ＸＸＩＯ７が好調に推移していることに加
え、前年の震災影響からの回復も影響している。海外ではアジア各地域でＸＸＩＯ７が好調に推移し
たが、北米で減収となり、海外全体でも減収となった。

日本はレンジボールで増収もラウンドボールでは減収となり、全体で減収。海外はラウンドボール・
レンジボールともに増収。ゴルフボール合計ではほぼ横ばいとなった。

日本で前年の震災影響からの回復が寄与したことなどから、ゴルフ用品・テニスともに増収。海外を
含めた全体でも増収となった。

２０１２年
１-３月 金額 率

ゴルフクラブ 81 +8 +11%

ゴルフボール 27 △0 △1%

用品その他 18 +1 +7%

125 +9 +8%

17 +2 +17%

1 +0 +26%

143 +11 +9%

4 △0 △5%

148 +11 +8%合　計

テニス用品

ライセンス収入

スポーツ用品

サービス・ゴルフ場

対前年

※億円未満四捨五入

(単位：億円）

ゴルフ用品

+11

△0 

148

サービス
ゴルフ場

２０１２年
１-３月

ライセンス

△0 

ゴルフ
用品他

+1

ゴルフ
ボール

+2 +0

テニス

136

(億円)
２０１１年
１-３月

0

+8

ゴルフ
クラブ

110

120

130

140

150

160

売上高

ゴルフ ゴルフ ゴルフ

クラブ ボール 用品他

日本 +14 △1 △0 

海外 △6 +1 +1

合計 +8 △0 +1

<6>

海外売上高海外売上高

海外売上高は、CGクラブの減収が響き、全体でも減収となった。また、「連結売上高」が大幅に

増加したことも影響し、海外売上高比率は対前年で7.1ポイント減少の37.6%となった。

海外売上高は、CGクラブの減収が響き、全体でも減収となった。また、「連結売上高」が大幅に

増加したことも影響し、海外売上高比率は対前年で7.1ポイント減少の37.6%となった。

※当社グループによる海外市場への売上高

２０１１年１-３月 ２０１２年１-３月

海外売上高

148 億円

55 億円

37.6%海外売上高比率

億円

44.7%
為替影響考慮後 38.5% ）

（単位：億円）

※億円未満四捨五入

（

海外売上高比率

61
億円 連結売上高連結売上高 136

海外売上高

その他

 5

アジア 
16

欧州

10

北米 
24

日本 
92

その他 
4

アジア 
14

欧州 
11

北米 
32

日本 
75

+17

△8

△1

+2

$ £
２０１２年 79.35 124.74
２０１１年 82.31 131.96

差異 △2.96 △7.22

【主要通貨換算レート】



<7>

バランスシートの推移バランスシートの推移

総資産 549 自己資本比率
62.7%総資産 525 自己資本比率

64.8%

純資産

352

流動資産

281 305

負債

191

※ 億円未満四捨五入

流動資産
負債

358

173

２０１１年１２月末 ２０１２年３月末単位：億円

純資産
固定資産

244
固定資産

244

+24

+0

+18

+6

流 動 資 産 ＋24 億円 主に国内における新商品XXIO7販売に伴う売掛金・製品在庫の増加

固 定 資 産 ＋0 億円 取得＋4億円、償却△5億円、新規のれん発生＋1億円、のれん償却△2億円、その他＋2億円

負 債 ＋18 億円 主に配当支払いや季節要因による運転資金調達のための借入金の増加

２０１１年末 ２０１２年3月末 増減

有利子負債
（リース債務含む）

37 51 +14 
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